
　　　 【人口と世帯数】令和 6 年 2 月 1 日現在　※カッコ内は前月比
78,862 人（－ 140）男 39,953 人（－ 63）女 38,909 人（－ 77）
33,152 世帯（－ 36）住民基本台帳と外国人登録者数（4,147 人）から算出

「広報もおか」は、電子書籍ポータルサイト「TOCHIGI eBOOKS」
とちぎイーブックスでも読むことができます。

12 広報もおか

令和６年能登半島地震 被災地支援

　1 月 1 日に発生した能
登半島地震による石川県内
の被災地を支援するため、
1月13日（土）以降、現地に
市職員を派遣しています。

災害時や観光 ・ 教育などで活用

　1 月 18 日（木）、市内でドローン教習所を
運営している“（株）栃木 DRONE STATION”
と包括連携協定および災害時における無人航
空機による協力に関する協定を締結しまし
た。ドローンは、災害が起きた際の被害確認
や行方不明者の捜索などで活用されるほか、
観光プロモーションなどでの利用も検討して
います。

わたのみ基金 ・ 善意銀行

　1 月に寄付をされた方々です。ご協力あり
がとうございました。

（敬称略、問・社会福祉協議会℡ 82-8844）
わたのみ基金

四つ竹健康おどり 雅流　　　　　 18,694 円
善意銀行

JA はが野真岡地区・二宮地区女性会 　　食品
栃木県街商協同組合　　　　　　77,296 円
ダイナム栃木真岡店　　　　　　食品等一式
匿 名　　　　　　　　　　　　　軍手 276 双
匿 名　　　　　　　　　　　　  保存食 27 点
匿 名  　　　　　　　　　　　生理用品 14 袋
大石克巳　　　中学校制服（上）2 着、（下）3 着                   
臼井凛　　　　　　  中学校制服（上・下）2 着
　　　　　　　　　　ベスト 1 着、リボン 2 本

災害用ポータブルトイレ 寄贈
　2 月 1 日（木）、真岡市
と地方創生に関する連携
協定を締結している“あい
おいニッセイ同和損害保
険株式会社”が、災害用
備蓄品ポータブルトイレ 15 台を寄贈しました。

（問・くらし安全課危機管理係℡ 83-8396）

災害時に葬祭用品等を供給

　2 月 6 日（火）、市
は栃木県葬祭事業協
同組合と災害時にお
ける棺および葬祭用
品の供給等ならびに
遺体の搬送等の協力
に関する協定を締結しました。

（問・くらし安全課危機管理係℡ 83-8396）

真岡市の国際交流事業を応援

　2 月 1 日（ 木 ）、（ 株 ）
AizawaCorporat ion
相沢正雄代表取締役が市
役所を訪れ、真岡市はペ
ルー系住民が多いことや
相沢代表がペルーにゆかりがあることから、
多文化共生に役立ててほしいとの意向で 20
万円を寄付しました。

（問・真岡市国際交流協会事務局〈くらし安全課〉
℡ 83-8719）

（問・総合政策課総合政策係℡ 83-8102 ） 市職員の被災地派遣スケジュール （2 月 15 日現在）

出発日 期間 人数 行き先 活動内容

1 月 13 日 9日間 ４名 輪島市 給水支援活動　

1 月 22 日 ８日間 １名 穴水町 罹災証明書申請受付等

2 月 ９日 7日間 4名 輪島市 給水支援活動

2 月 14 日 7日間 4名 輪島市 給水支援活動

2 月 15 日 ８日間 １名 穴水町 住家被害認定調査

2 月 24 日 ５日間 １名 穴水町 避難所運営支援等

3 月 未定 未定 未定 避難者の健康管理支援

　横浜で生まれ、中学生の時に親の転勤で真岡へ
引っ越してきました。県内のメーカーに就職し、技
術者として長年勤務しましたが、毎日仕事一色で、
地域と関わりを持つ余裕もありませんでした。
　しかし、50 歳を目前にして、自分の人生このま
まで良いのかと考えるようになり、自分には何が
できるのか、強みは何なのか、いろいろな仕事を
検討した結果、たどり着いたのが焙煎屋でした。　
　偶然、真岡には焙煎屋が無く、焙煎にはものづ
くりで培ってきた技術を生かすこともできる。こ
れなら自信を持って製品を作れると思い、10 年前
に起業し、妻と一緒にスタートさせました。
　今は、コーヒーを通して地域とのつながりと、
この地域に愛着を持つきっかけをつくりたいと
思っています。地域とのつながりは生き
ている限り無くならないもの。だからこ
そ、働き世代の方に、違う生き方、考え
方をする人と出会い、人生をより豊かに
する機会を提供したいと考えています。

令和 6 年 3 月号 13

#ルリビタキ ( 井頭公園 ) # メジロ ( 井頭公園 ) # マガモ ( 井頭公園 )

ご自身の SNS アカウントで「#mokafan」
「# 真岡応援カメラマン」をつけて写真を
投稿してください。

私も
投稿して
みよっ！

真岡市公式

Instagram

市 HP

ID 13734

　インスタグラムやフェイスブック、エック
スなどの SNS で、#mokafan や＃真岡応援

カメラマンが付いた作品から、今回は「鳥」を
テーマに紹介します。

（問・秘書広報課シティプロモーション係 ℡ 81-6947）                                                               

  真岡で自家焙煎珈琲店 「真岡珈琲ソワカフェ」 を営む

蒲谷英和さん。メーカーの技術者から 50 歳で一念発

起し、家族で珈琲店を始めました。活動のきっかけや

想いを、 地域おこし協力隊の粟村さんが取材しました。

市 HP

ID 20987

自家自家焙焙
ばいせんばいせん

煎煎真岡真岡珈珈
コーヒーコーヒー

琲琲ソワカフェソワカフェ　　

店主　店主　蒲蒲
か ば やか ば や

谷谷　　英英
ひでかずひでかず

和和さんさん


